
陶
淵
明

「
自
祭
文
」

〈
楽
天
委
分

(

一

)

向
淵
明
は
生
涯
を
通
じ
て
、
自
己
の
死
を
見
つ
め
続
け
た
詩
人
で

あ
る
。
死
の
恐
怖
を
噛
み
し
め
つ
つ
、
そ
の
恐
怖
に
崩
れ
落
ち
ま
い

と
、
死
生
超
越
に
向
か
っ
て
あ
く
な
き
努
力
を
彼
は
重
ね
て
き
た
。

詩
文
に
見
え
る
多
く
の
達
観
の
一
一
一
一
問
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
表
出
す
る
苦

悩
の
叫
び
は
、
淵
明
が
い
か
に
真
剣
に
死
生
超
越
に
挑
戦
し
て
き
た

か
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
淵
明
の
姿
を

浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
の
一
試
論
と
し
て
、
絶
筆
と
し
て
知
ら
れ
る

「
自
祭
文
」
中
の
〈
楽
天
委
分
以
歪
百
年
〉
と
い
う
表
現
を
取
り

上
げ
る
。
ま
さ
に
来
た
ら
ん
と
す
る
死
を
泰
然
と
し
て
受
け
入
れ
る

た
め
に
、
彼
は
ど
の
様
な
思
い
を
込
め
て
こ
の
言
葉
を
咳
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
〈
楽
天
委
分
〉
に
込
め
ら
れ
た
思
想
と
、
そ
の
思
想
に

立
脚
す
る
こ
と
の
持
つ
意
義
を
考
察
す
る
。

(

一

一

)

以
至
百
年
〉

考
安

JL 

世

血

元
嘉
四
年
〈
四
二
七
)
九
月
、
淵
問
問
は
絶
筆
と
な
る
「
自
祭
文
」

を
執
筆
す
る
。
死
の
二
か
月
前
に
執
筆
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
彼
の

人
生
を
鮮
や
か
に
集
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
死
に
対
す
る
自
己
の
態

度
を
明
言
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

荏
拒
大
塊
、
悠
悠
高
長
。
是
生
万
物
、
余
得
為
人
。
自
余
為

人
、
逢
運
之
貧
。
箪
瓢
屡
帯
、
稀
給
冬
陳
。
ハ
中
略
)
勤
擁
余
労
、

心
有
常
問
。
楽
天
委
分
、
以
至
百
年
。

氾
控
た
る
大
塊
、
悠
悠
た
る
高
阿
武
。
走
れ
万
物
を
生
じ
、
余
人

と
為
る
を
得
た
り
G

余
人
と
為
り
て
よ
り
、
運
の
貧
し
き
に
逢

い
、
箪
瓢
屡
し
ば
欝
き
、
総
絡
を
冬
に
陳
ぬ
。
(
中
略
〉
勤
め
て

労
を
余
す
こ
と
擁
け
れ
ば
、
心
に
常
間
有
り
。
天
を
楽
し
み
分
に

委
ね
、
以
っ
て
百
年
に
至
る
。

淵
明
は
人
生
を
振
り
返
っ
て
ハ
逢
運
之
貧
〉
と
己
の
人
生
が
時
運
に

恵
ま
れ
ず
貧
窮
に
瑞
い
だ
と
い
う
。
だ
が
、
次
の
瞬
間
、
彼
は
そ
う

し
た
不
運
の
な
か
で
も
人
生
を
謡
歌
し
、
〈
楽
天
委
分
以
至
百
年
〉

と
、
己
の
一
生
を
肯
定
す
る
。
諾
注
に
よ
れ
ば
、
淵
拐
の
こ
の
発
言
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を
支
え
る
の
は
、
〈
楽
天
知
命
、
故
不
憂
〉
吋
易
』
繋
辞
伝
の
言
葉
で

あ
る
Q

天
か
ら
与
え
ら
れ
た
運
命
を
知
る
も
の
は
憂
え
な
い

l
i

〈
楽
天
知
命
〉
と
そ
が
苦
悩
を
超
越
す
る
鎚
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

淵
明
は
運
命
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
主
体
的
に
受
け
止
め
る
と
と
に
よ

っ
て
、
全
て
の
憂
い
か
ら
自
己
を
解
き
放
ち
、
ひ
い
て
は
死
生
を
超

越
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
易
』
の
一
言
葉
を
〈
楽
天
委
分
〉
の
典
拠
と
す
る
こ

と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
一
歩
進
め
て
、
淵
明
が
そ
の
一
一
一
一
向
葉
を
使

用
す
る
に
あ
た
り
、
〈
知
命
〉
を
〈
委
分
〉
に
言
い
替
え
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
諸
注
を
は
じ
め
、
い
ま
だ
満
足
な
解
答
は
得
ら
れ
て
い

な
い
。
冒
と
の
〈
楽
天
知
命
〉
に
つ
い
て
、
本
国
済
氏
は
玉
夫
之

に
よ
り
つ
つ
、

η
易
の
示
す
と
こ
ろ
は
天
の
法
別
で
あ
り
、
人
の
運
命
で
あ
る
。

易
は
天
の
法
則
を
楽
し
み
、
お
の
が
運
命
を
知
る
こ
と
を
教
え

る
。
天
の
法
則
が
人
に
あ
っ
て
は
運
命
と
な
る
の
で
、
楽
天
と
知

命
は
加
の
こ
と
で
は
な
い
。
運
命
を
知
っ
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る

物
で
あ
っ
て
も
喜
ん
で
享
受
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
同
時
に
天
を
楽

し
む
こ
と
で
あ
る
。
μ

(

1

)

 

と
述
べ
て
い
る
。
〈
楽
天
〉
と
〈
知
命
V

が
、
同
一
の
概
念
を
指
す

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
淵
問
問
、
が
〈
知
命
〉
を
〈
委
分
〉
と
し
た
の
も
、

河
内
容
の
繰
り
返
し
を
避
け
、
そ
こ
に
更
な
る
思
想
を
盛
り
込
む
た

め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
G

淵
明
が
こ
こ
に
〈
楽
天
〉
に
加
え

て
、
〈
委
分
〉
の
境
地
を
強
調
し
た
の
は
何
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

(
一
一
一
)

そ
の
理
由
を
探
る
前
に
、
制
明
が
〈
楽
天
知
命
〉
の
境
地
に
対
し

て
抱
い
て
い
た
苦
悩
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
淵
明

〈

2
)

は
生
涯
を
通
じ
て
〈
楽
天
知
命
〉
を
自
指
し
て
き
た
。
し
か
し
、
貧

窮
や
相
次
ぐ
争
乱
と
い
っ
た
苦
し
い
運
命
に
身
を
浸
す
に
つ
れ
、
何

と
か
運
命
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
主
体
的
に
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
き

た
淵
明
の
心
も
慣
満
を
、
撮
ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
は

禍
福
応
報
説
へ
の
懐
疑
と
い
う
形
で
表
出
す
る
。

承
前
五
之
清
詩
、
回
天
道
之
無
親
、
澄
得
一
一
以
作
壁
、
恒
輔
善

市
佑
仁
。
夷
投
老
以
長
飢
、
西
早
天
商
又
食
。
傷
詩
車
以
備
構
、

悲
茄
額
商
関
身
。
雄
好
学
与
行
儀
、
何
死
生
之
苦
辛
。
疑
報
徳
之

若
設
、
懐
斯
言
之
虚
陳
。

前
王
の
清
講
を
承
く
る
に
、
日
く
天
道
の
親
無
く
、
澄
み
て
一

を
得
て
以
っ
て
撃
と
作
し
、
恒
に
華
同
を
輔
け
仁
を
佑
く
と
。
夷
は

老
に
投
じ
て
以
っ
て
長
に
飢
え
、
回
は
早
天
し
て
又
た
貧
な
り
。

卒
を
請
い
て
以
っ
て
櫛
を
備
う
る
を
傷
み
、
癒
を
如
い
て
身
を
院

せ
し
を
悲
し
む
。
好
学
と
行
儀
と
難
も
、
何
ぞ
死
生
の
苦
辛
な
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る
。
徳
に
報
ゆ
る
の
弦
く
の
ご
と
く
な
る
を
疑
い
、
斯
の
言
の
虚

し
く
棟
べ
ら
れ
し
を
耀
る
。

「
感
土
不
通
賦
」

積
善
報
有
り
と
云
う
に

一
爽
叔
は
西
山
に
在
り

善
悪
十
一
切
く
も
応
ぜ
ず
ん
ば

何
事
ぞ
空
一
一
一
一
同
を
立
て
し

「
飲
酒
」
其
二

淵
明
は
積
善
に
報
な
く
、
仁
者
に
賦
与
さ
れ
た
悲
惨
な
運
命
を
嘆

く
。
淵
明
を
〈
楽
天
知
命
〉
の
境
地
に
歪
ら
せ
難
く
し
た
も
の
は
、

ま
さ
し
く
こ
の
禍
福
応
報
の
不
公
平
、
与
え
ら
れ
る
運
命
の
不
平
等

で
あ
っ
た
。
間
関
は
他
の
作
品
に
お
い
て
も
、

点
脆
由
人
貞
脆
人
に
由
り

禍
福
無
門
禍
福
門
無
し

陸
道
関
勾
依
道
に
陸
ず
ん
ば
易
ぞ
依
ら
ん

鹿
諮
問
奨
教
諮
問
に
陸
ず
ん
ば
奨
ぞ
敦
か
ら
ん

「
栄
木
」

結
髪
念
善
事
結
髪
よ
り
善
事
を
念
い

伺
仇
六
九
年
錨
仇
た
り
六
九
年

「
怨
詩
楚
調
示
踏
ま
簿
郵
治
中
」

と
あ
る
よ
う
に
、
禍
福
の
決
定
が
人
間
の
主
体
的
行
為
に
よ
る
も
の

積
善
}
一
ム
有
報

夷
叔
在
西
山

善
悪
情
不
応

何
事
立
空
一
世
一
同

と
信
じ
、
己
の
善
行
の
み
を
確
か
な
も
の
と
し
て
一
生
を
通
じ
て
積

善
に
努
め
て
き
た
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
巴
反
し
て
与
え
ら
れ

た
不
幸
な
運
命
を
前
に
、
禍
福
応
報
説
へ
の
強
い
疑
念
を
吐
露
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

上
回
武
氏
は
こ
の
淵
拐
の
禍
福
応
報
説
へ
の
懐
疑
が
司
馬
遷
『
史

記
』
伯
夷
列
伝
に
強
く
影
響
を
受
け
、
更
に
そ
れ
を
敷
桁
す
る
形
で

(
3〉

成
立
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
氏
の
発
言
に
は
賛
回
附
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
一
歩
視
野
を
広
げ
て
当
時
の
社
会
背
景
や
思
想
を
考
慮
す

る
と
、
淵
拐
の
懐
疑
が
、
開
時
に
時
代
の
苦
悩
を
負
っ
て
い
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

太
一
克
十
八
・
九
年
頃
ハ
コ
一
九
三
・
四
)
、
戴
遠
に
よ
る
「
釈
疑
論
」

ハ
4
〉

が
提
出
さ
れ
、
議
速
を
中
心
と
す
る
仏
教
集
団
の
中
で
論
争
が
巻
き

起
こ
っ
た
。
以
下
に
戴
遼
が
議
遠
に
当
て
た
書
簡
と
、
そ
の
「
釈
疑

論
」
を
見
て
み
よ
う
。

「
与
違
法
的
建
」

弟
子
常
覧
経
典
、
皆
以
禍
福
之
来
、
出
於
積
行
。
是
以
自
少
束

僻
、
至
子
白
首
、
行
不
負
於
所
知
、
一
一
一
一
口
不
傷
於
物
類
。
市
一
生
娘

楚
、
茶
議
備
経
。
綴
景
塊
然
、
不
尽
唯
己
。
夫
其
理
難
推
、
近
靖

国
部
纏
。
毎
中
背
幽
念
、
悲
銑
盈
懐
。
始
知
情
短
窮
達
、
自
一
有
定

分

、

積

廿

護

是

勧

教

之

一

宮

耳

ο
近
作
此
釈
疑
論
、
今

以
相
量
。

( 42 ) 



弟
子
常
に
経
由
穴
を
覧
る
に
、
皆
禍
福
の
来
る
は
、
積
行
に
由
る

を
以
っ
て
す
。
走
を
以
っ
て
少
き
よ
り
京
惜
し
、
自
首
に
至
る
ま

で
、
行
い
は
知
る
所
に
負
か
ず
、
一
一
一
口
は
物
類
を
儀
つ
け
ず
。
而
る

に
一
生
娘
強
、
茶
器
備
さ
に
経
た
り
。
景
を
顧
み
て
塊
然
と
し
、

尽
く
さ
ず
し
て
唯
だ
巴
む
。
夫
れ
冥
理
は
准
し
難
く
、
近
情
は
糠

り
易
し
。
中
仰
向
糊
か
に
念
う
~
慨
に
、
悲
慨
懐
に
致
つ
。
始
め
て
僻

短
窮
述
、
自
ず
か
ら
定
分
有
り
、
積
善
積
惑
の
談
、
撃
し
走
れ
勧

教
の
一
一
一
一
同
の
み
な
る
を
知
る
。
近
ご
ろ
此
の
釈
疑
論
を
作
り
、
今
以

っ
て
相
口
託
す
。

「
釈
疑
論
」

夫
人
資
二
儀
之
性
以
生
、
菓
五
常
之
気
以
育
。
性
有
傭
短
之

期
、
故
有
彰
鴻
之
殊
。
気
有
精
髭
之
同
州
、
亦
有
賢
愚
之
刻
。
此
自

然
之
定
理
、
不
可
移
者
也
。
(
中
略
)
故
知
賢
愚
善
悪
、
儒
短
第

達
、
各
有
分
命
、
非
積
行
之
一
助
致
也
。
ハ
中
略
)
然
別
積
善
積
悪

之
談
、
蓋
施
於
勧
教
耳
。
ハ
中
略
)
何
必
務
教
資
実
、
以
期
応
報

乎
。
有
能
体
堅
教
之
幽
旨
、
審
分
命
之
所
鑑
、
広
可
諮
滞
於
心

府
、
不
祈
験
於
冥
中
央
。

失
れ
人
は
二
儀
の
性
を
資
と
し
て
以
っ
て
生
じ
、
五
常
の
気
を

薬
け
て
以
っ
て
育
す
。
性
に
倫
短
の
期
有
り
、
故
に
彰
蕩
の
殊
有

り
。
気
に
精
愈
の
呉
有
り
て
、
亦
た
緊
患
の
別
有
り
。
此
れ
自
然

の
定
理
、
移
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
ハ
中
略
)
故
に
知
る
賢
愚

諮
問
恵
、
僻
短
窮
達
、
各
お
の
分
命
有
ハ
ノ
、
積
行
の
致
す
所
に
非
ざ

る
な
れ
ソ
。
(
中
略
〉
熱
ら
ぽ
別
ち
積
蓄
積
悪
の
談
、
議
し
勧
教
に

施
す
の
み
。
(
中
略
)
何
ぞ
必
ず
し
も
教
を
修
め
突
を
責
め
、
以

っ
て
応
報
を
期
せ
ん
や
。
荷
く
も
能
く
随
一
一
教
の
幽
旨
を
体
し
、
分

命
の
鍾
ま
る
一
前
中
}
審
ら
か
に
す
れ
ば
、
広
く
滞
を
心
府
に
務
き
、

験
を
冥
中
に
祈
ら
ざ
る
べ
し
。

こ
の
戴
遼
に
よ
る
「
釈
疑
論
」
は
、
淵
明
が
三
十
歳
撰
に
発
表
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
書
簡
の
悲
痛
な
様
子
か
ら
は
、
戴
遠
が
抱
い
て
い

た
苦
悩
が
淵
明
の
そ
れ
と
同
源
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
若
い
時
か

ら
自
首
に
一
怠
る
ま
で
諮
問
行
を
行
い
続
け
た
と
い
う
自
負
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
辛
い
運
命
の
中
で
悲
模
様
慨
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
苦

痛
、
そ
う
し
た
切
実
な
心
情
に
裏
打
ち
き
れ
た
〈
積
善
積
悪
之
談
、

蓋
是
勧
教
之
平
一
一
口
耳
〉
と
い
う
椅
福
応
報
説
へ
の
懐
疑
は
、
ま
さ
し
く

淵
明
と
授
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
淵
明
の
懐
疑
の

背
後
に
は
、
戴
遠
の
発
午
一
一
向
が
先
駆
的
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
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続
く
「
釈
疑
論
」
に
は
、
書
簡
の
内
容
が
更
に
詳
し
い
説
明
を
伴

っ
て
登
場
す
る
。
全
体
の
内
容
に
若
干
の
誤
解
や
飛
躍
が
あ
る
も
の

M
v
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
て
も
一
貫
し
て
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
全
て

の
人
間
に
生
ま
れ
つ
き
定
ま
っ
た
〈
分
命
〉
が
あ
る
と
い
う
宿
命
-
論

で
あ
る
。
し
か
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
仏
教
徒
が
自
己
の
運



命
が
前
世
の
自
身
の
行
い
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る
と
考
え
る
の
に

対
し
て
、
戴
迭
の
場
合
、
運
命
の
偶
然
、
自
然
成
立
を
根
本
に
し
て

い
る
。
戴
迭
の
論
中
に
は
、
現
世
以
外
の
応
報
を
想
定
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
現
世
の
行
い
の
報
い
は

現
世
に
お
い
て
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
現
実
に
起
こ
る
禍
福
応
報

の
不
平
等
に
、
〈
賢
mm普
怒
、
惰
短
窮
達
、
各
有
分
命
、
非
讃
行
之

所
致
也
〉
と
い
う
結
論
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
戴
遠
の
番
簡
及
び

「
釈
疑
論
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
、
〈
定
分
〉
八
分
命
〉
と

い
う
品
一
一
同
楽
で
あ
る
。
戴
迭
の
〈
定
分
〉
〈
分
命
〉
は
、
運
命
的
、
先

天
的
な
概
念
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
明
慧
遠
研
究
』
は
八
分
命
〉
の

解
説
と
し
て
、

J
」
こ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
に
分
か
ち
与
え
ら
れ
た
運
命
の

窓
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
宮
次
宗
(
一
一
一
八
六
!
四
回
八
)
の
与

子
焼
護
(
宋
謬
巻
九
二
〉
に
、
「
夫
生
街
短
、
成
有
定
分
。
定
分

之
外
、
不
可
以
智
力
求
。
但
当
於
所
築
之
中
、
際
市
勿
率
耳
」
と

あ
り
、
こ
の
「
定
分
」
は
、
戴
遠
の
「
分
命
」
と
同
じ
意
味
か
と

思
わ
れ
る
O
H

ハ
6
〉

と
い
う
。
『
懇
速
研
究
』
は
〈
分
命
〉
の
〈
分
〉
を
、
げ
分
け
ら
れ
た
μ

と
い
う
動
詞
的
意
味
あ
い
で
と
ら
え
る
の
か
、

μ

分
υ

と
い
う
特
定

の
意
味
を
持
つ
言
葉
と
し
て
と
ら
え
る
の
か
決
め
か
ね
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
書
簡
に
〈
定
分
〉
の
文
字
が
あ
り
、
〈
分
命
〉

と
ほ
ぼ
向
じ
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
〈
分
〉
は

戴
遠
の
論
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
一
つ
の
概
念
で

あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
終
的
に
戴
遠
は
、
禍
福
応
報
説
が
聖
人
の
教
化
に
益
す
る
一
一
一
一
回
葉

に
す
ぎ
な
い
と
い
い
き
り
、
こ
の
〈
分
命
〉
の
所
在
を
明
ら
か
に
す

れ
ば
、
心
の
迷
い
を
解
き
、
自
己
の
行
為
に
対
す
る
報
い
も
、
限
に

み
え
ぬ
世
界
に
対
し
て
の
救
い
も
、
求
め
る
必
要
は
な
い
と
結
論
づ

け
る
。
〈
審
分
命
之
所
鍾
、
広
可
諮
滞
於
心
府
、
不
祈
験
於
冥
中
央
〉

は
、
実
際
に
己
の
運
命
の
あ
り
方
を
予
見
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

『
易
』
繋
辞
伝
の
〈
楽
天
知
命
故
不
菱
〉
と
い
う
発
想
に
つ
な
が
る
、

自
己
の
運
命
を
主
体
的
に
受
け
止
め
る
こ
と
で
迷
い
を
解
こ
う
と
す

る
主
張
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。

「
釈
疑
論
」
の
〈
定
分
〉
〈
分
命
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
宿
命
論

は
、
議
遠
を
中
心
と
す
る
仏
教
柴
田
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け

た
。
彼
ら
は
終
始
戴
遠
の
論
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
論
争

の
争
点
と
な
っ
た
の
は
や
は
り
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

遠
の
弟
子
で
あ
る
周
統
之
は
、
「
難
釈
疑
論
'
一
を
書
き
、

儲
努
事
~
守
γ
似
た
弱
柄
引
判
。
福
普
莫
験
、
亦
僕
所
常

。
難
問
問
覧
六
籍
、
選
深
其
滞
。
及
観
経
教
、
始
照
然
有
婚
。

但
だ
分
命
の
守
を
審
ら
か
に
す
る
は
、
未
だ
基
本
を
照
ら
さ
ざ
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る
に
似
た
る
の
み
。
一
裕
普
験
英
き
こ
と
、
十
必
た
僕
の
常
に
惑
う
一
助

な
り
。
ム
ハ
絡
を
間
覧
す
る
と
雌
も
、
強
い
よ
其
の
滞
を
深
く
す
。

経
教
を
翻
る
に
及
ん
で
、
始
め
て
照
然
と
し
て
帰
す
る
と
こ
ろ
有

0
 

・
nJ

と
反
論
。
ハ
分
命
〉
を
守
る
こ
と
が
根
木
の
教
え
を
全
う
し
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、
儒
教
に
お
い
て
は
解
決
で
き
な
か
っ
た
桶
福
応

報
の
不
公
平
も
、
仏
教
に
よ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
釈
然
と
す
る
と
い

う
見
解
を
示
し
た
。

こ
の
反
論
に
対
し
て
、
裁
迭
は
「
釈
疑
論
答
周
居
士
難
」
を
返
送

し
、
〈
分
命
〉
に
基
づ
く
宿
命
論
を
再
度
強
調
す
る
。
そ
の
内
容
に

新
し
い
観
点
は
加
わ
ら
な
い
も
の
の
、
更
に
明
僚
と
な
っ
た
論
中

に
、
〈
分
〉
と
い
う
一
言
葉
が
繰
り
返
し
現
れ
て
い
る
点
は
注
自
す
べ

き
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。

人
之
生
也
、
性
分
夙
定
。
著
者
自
諮
問
。
非
先
有
其
生
、
而
後
行

設
問
、
以
致
於
善
也
。
患
者
自
思
。
非
木
分
無
恵
、
長
雨
行
態
、
以

得
於
恕
也
。
故
知
窮
迷
接
同
窓
、
愚
智
芳
夫
、
無
非
分
命
、
分
命
玄

定
於
冥
初
。
行
跡
量
能
易
其
自
然
哉
。

人
の
生
一
ま
る
る
や
、
性
分
夙
に
定
ま
る
。
善
者
は
自
ず
か
ら

品
一
背
な
り
。
先
ず
其
の
生
有
り
て
、
市
る
後
に
普
を
行
い
、
以
っ
て

諮
問
を
致
す
に
非
ざ
る
な
り
。
患
者
は
自
ず
か
ら
悪
な
り
。
本
分
悪

無
く
し
て
、
長
じ
て
惑
を
行
い
、
以
っ
て
惑
を
得
る
に
非
ざ
る
な

り
。
故
に
知
る
窮
逮
普
慈
、
態
管
芳
夫
、
分
命
に
非
ざ
る
無
く
、

分
命
冥
初
に
玄
定
す
る
を
。
行
跡
笠
に
能
く
其
の
自
然
を
易
え
ん

や。

裁
、
迭
は
、
人
間
の
〈
性
分
〉
は
、
は
じ
め
か
ら
決
定
し
て
お
り
、
普

者
は
自
然
に
善
で
あ
り
、
患
者
は
は
じ
め
か
ら
窓
で
あ
っ
て
、
後
天

的
要
素
は
な
い
、
と
い
う
。
こ
の
文
面
か
ら
み
れ
ば
戴
謡
の
〈
分
〉

は
、
人
間
に
先
天
的
に
賦
与
さ
れ
た
性
格
、
本
性
な
ど
を
指
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
八
分
〉
の
不
変
性
を
説
い
た
後
、
〈
分

命
〉
と
い
う
言
葉
で
そ
れ
ら
が
集
約
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
、

〈
分
命
〉
が
〈
分
〉
と
い
う
概
念
を
ふ
ま
え
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
よ
う
。
戴
濯
の
思
想
は
、
〈
分
〉
と
い
う
概
念
に
立
脚
す
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
柊
的
に
こ
の
論
争
に
決
着
を
つ
け
た
の
は
、
仏
教
集
団
の
頂
点

に
立
っ
て
い
た
慧
遠
で
あ
る
。
彼
は
「
一
ニ
報
論
」
を
提
示
し
、
「
釈

疑
論
」
を
退
け
た
。
そ
の
要
旨
を
以
下
に
抜
粋
す
る
。

経
説
、
業
有
三
報
。
一
日
現
報
、
二
日
生
報
、
三
日
後
報
。
現

報
者
、
善
悪
始
於
此
身
、
郎
此
身
受
。
生
報
者
、
来
生
便
受
。
後

報
者
、
或
経
二
生
三
生
百
生
千
生
、
然
後
乃
受
。
ハ
中
略
)
世
或

有
積
善
而
挟
集
、
或
有
凶
邪
面
致
慶
。
此
皆
現
業
未
就
市
前
行
始

応
。
(
中
略
)
原
其
所
由
、
由
世
央
以
一
生
為
限
、
不
明
其
外
。

其
外
未
明
、
故
尋
理
者
、
自
畢
於
視
聴
之
内
。
制
対
到
矧
同
州
問
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通
其
分
、
以
耳
目
為
関
鍵
者
也
。

経
に
説
く
、
業
に
一
ニ
報
一
有
り
。
一
に
日
く
現
報
、
二
に
日
く
生

報
、
一
二
に
日
く
後
報
。
現
報
は
、
善
悪
此
の
身
に
始
ま
り
、
部
ち

比
の
身
受
く
。
生
報
は
、
来
生
使
ち
受
く
。
後
報
は
、
或
は
二
生

一
一
一
生
百
生
千
生
を
経
て
、
然
る
後
乃
ち
受
く
。
ハ
中
略
)
世
或
は

積
替
有
る
も
狭
い
集
ま
り
、
或
は
凶
邪
有
る
も
慶
び
を
致
す
。
此

れ
皆
現
業
未
だ
就
か
ず
し
て
前
行
始
め
て
応
ず
。
〈
中
略
〉
其
の

出
る
所
(
禍
福
応
報
の
矛
盾
を
招
い
た
原
因
〉
を
康
ぬ
れ
ば
、
世

の
山
内
一
生
を
以
っ
て
限
り
と
為
し
、
其
の
外
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る

に
由
る
。
其
の
外
未
だ
明
ら
か
な
ら
ざ
る
が
故
に
理
を
尋
ぬ
る

者
、
自
ず
か
ら
視
聴
の
内
に
畢
る
。
此
れ
先
王
民
心
に
却
し
て
其

の
分
に
通
じ
、
耳
目
を
以
っ
て
関
鍵
と
為
す
者
な
り
。

「
一
一
一
報
論
い
は
戴
法
と
は
異
な
り
、
現
世
の
み
の
応
報
に
縛
ら
れ
ず
、

前
世
、
現
世
、
来
世
と
い
う
一
一
一
世
の
観
点
か
ら
論
を
進
め
て
い
る
。

慈
速
は
こ
の
一
一
一
世
と
い
う
観
念
の
導
入
に
よ
り
、
現
世
の
運
命
は
前

世
の
己
自
身
の
行
い
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
現
世
の
積
善
が
決
し

て
無
駄
に
な
る
事
は
な
く
、
来
世
の
幸
福
が
必
ず
期
待
さ
れ
る
こ
と

等
を
明
ら
か
に
し
た
。
自
己
の
行
い
の
報
い
は
、
来
世
の
己
自
身
に

か
え
っ
て
く
る
。
仏
教
の
一
一
一
世
の
観
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
初
め
て

整
合
性
の
あ
る
応
報
観
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
慈
速
は
、
儒
教
を
始
め
と
す
る
中
国
臨
有
の
思
想
の
限
界
と

し
て
、
そ
れ
ら
が
〈
視
聴
之
内
〉
、
人
間
が
実
際
に
確
認
で
き
る
現

世
の
内
の
み
を
説
く
に
と
ど
ま
り
、
前
世
や
来
世
を
問
題
に
し
な
い

点
を
あ
げ
、
そ
れ
ゆ
え
に
福
揺
応
報
の
矛
盾
が
起
こ
り
人
々
の
迷
い

を
招
く
の
だ
、
と
い
う
。
整
遠
は
そ
れ
ら
の
欠
点
を
鋭
く
指
摘
し
つ

つ
、
現
世
の
枠
組
み
を
越
え
得
た
仏
教
が
卓
越
し
た
思
想
で
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
あ
る
。
中
国
固
有
の
思
想
、
が
説
明
し
得
な

か
っ
た
禍
福
応
報
の
矛
盾
を
、
仏
教
は
鮮
や
か
に
解
き
あ
か
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
慧
遠
の
論
中
に
も
〈
分
〉
は
登
場
し
て
い
る
。
蕪

遠
は
、
中
国
臨
有
の
思
想
が
現
世
の
事
以
外
を
問
題
に
し
な
い
理
由

と
し
て
、
〈
此
先
王
郎
氏
心
部
通
其
分
、
以
耳
目
為
関
鍵
者
也
〉
、
聖

人
達
、
が
人
民
の
心
に
却
し
て
彼
ら
の
〈
分
〉
〈
才
能
、
本
分
と
解
せ

る
か
)
を
理
解
し
、
彼
ら
が
納
得
で
き
る
耳
目
の
世
界
l
現
世
を
限

界
と
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
慧
速
に
よ
れ
ば
、
人
民

の
ハ
分
〉
に
基
づ
い
て
教
化
を
行
う
事
は
、
中
国
街
有
の
思
想
が
現

祉
の
み
に
縛
ら
れ
、
ひ
い
て
は
禍
福
応
報
の
矛
盾
に
人
々
を
機
央
さ

せ
た
元
凶
な
の
で
あ
る
。
戴
迭
の
〈
分
命
〉
に
よ
る
宿
命
論
が
、
仏

教
集
団
側
に
否
定
さ
れ
た
理
由
の
一
端
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
運
命

的
、
先
天
的
に
入
閣
に
備
わ
っ
た
〈
分
〉
の
ま
ま
、
そ
れ
に
安
ん
じ

よ
う
と
い
う
詣
命
論
は
、
八
分
〉
を
越
え
て
箕
理
の
世
界
に
足
を
踏

み
出
そ
う
と
す
る
仏
教
と
立
場
を
真
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
「
一
ニ
報
論
」
に
説
か
れ
た
一
一
一
世
応
報
説
は
以
後
大
い
に
支
持

さ
れ
る
に
歪
り
、
六
朝
人
の
思
想
を
強
く
左
右
す
る
よ
う
に
な
る
。

例
え
ば
、
淵
切
と
問
時
代
を
生
き
た
謝
一
護
運
は
、
慧
遠
と
深
い
関
わ

り
を
持
つ
熱
烈
な
仏
教
信
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
処
刑
の
直
前

に
制
作
さ
れ
た
彼
の
「
臨
終
詩
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
言
葉
が
見

え
て
い
る
。

懐
懐
後
籍
柏
懐
懐
た
り
後
霜
の
粕

納
納
衝
風
菌
納
納
た
り
衝
風
の
菌

遜
遁
党
幾
時
避
遁
は
党
に
幾
時
ぞ

修
短
非
一
助
慰
修
短
は
慰
む
所
に
非
ず

恨
我
君
子
志
我
が
君
子
の
士
山
を
根
み

不
渡
巌
下
決
巌
下
に
訳
ぶ
る
を
獲
ず

送
心
正
覚
前
心
を
正
覚
の
前
に
送
り

斯
痛
久
己
忍
斯
の
痛
み
久
し
く
己
に
忍
ぶ

唯
頗
乗
来
生
唯
だ
願
う
来
生
に
乗
じ

怨
親
同
心
朕
怨
親
心
朕
を
向
じ
う
せ
ん
こ
と
を

謝
一
室
速
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
来
世
を
祈
る
。
死
に
臨
ん
で
詠
わ
れ
た

〈
来
世
〉
の
文
字
か
ら
は
、
彼
の
逼
迫
し
た
思
い
が
う
か
が
え
る
。

目
前
に
迫
る
死
に
対
し
て
、
彼
は
祈
り
を
口
に
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。
沸
き
立
つ
恐
怖
心
を
振
り
払
う
よ
う
に
、
謝
霊
運
の
眼
は

死
後
の
世
界
へ
と
向
け
ら
れ
る
。
現
世
に
絶
望
し
捕
に
死
す
謝
霊
運

に
と
っ
て
は
、
切
実
に
来
世
が
存
在
し
、
在
る
べ
き
人
生
が
や
り
直

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
福
永
光
司
氏
に
よ
れ
ば
、
認
霊
運
は
晩

ハ
7
〉

年
三
世
輪
廻
を
正
確
に
理
解
し
、
肯
定
し
て
い
た
と
い
う
。
「
一
ニ
報

論
」
は
謝
議
選
に
、
己
の
悲
協
な
運
命
と
死
を
一
容
然
と
受
け
止
め
る

た
め
の
力
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

又
、
少
々
一
時
下
は
下
る
が
、
北
局
の
道
安
は
「
ニ
教
諭
」
の
な
か

で
、
慧
遠
の
「
一
一
一
報
論
」
を
引
用
し
つ
つ
、
世
の
中
に
起
こ
る
様
々

な
桶
福
応
報
の
矛
盾
に
対
し
て
、

斜
皆
善
悪
無
徴
、
生
数
網
惑
。
若
無
釈
教
、
期
比
塗
永
蹟
怠
〈
。

知
れ
皆
善
悪
徴
し
無
く
、
誌
に
'
網
惑
を
生
ず
。
若
し
釈
教
無
く

ん
や
は
、
則
ち
此
の
除
一
一
永
く
顕
か
ん
。

と
述
べ
て
い
る
。
仏
教
な
し
で
は
士
大
夫
の
苦
悩
が
永
遠
に
続
い
た

と
ま
で
言
い
、
一
二
世
応
報
説
が
中
周
囲
有
の
思
想
の
限
界
を
越
え
て

禍
福
応
報
の
矛
盾
を
解
決
し
た
こ
と
を
強
く
-
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

次
第
に
仏
教
が
士
大
夫
層
を
支
配
し
つ
つ
あ
る
な
か
、
説
明
は
慧

遠
の
提
示
し
た
「
三
報
論
」
に
ど
の
様
に
接
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
疑
問
の
解
明
は
、
問
題
の
中
心
で
あ
る
「
自
祭
文
」
〈
楽
天
委
分

以
至
百
年
〉
の
考
察
を
通
し
て
行
う
こ
と
と
し
よ
う
。
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(
四
)

さ
て
、
「
釈
疑
論
」
論
争
は
〈
分
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
行
わ



れ
た
。
翻
っ
て
淵
明
の
詩
文
全
体
を
見
て
み
る
と
、
〈
分
〉
に
対
し

て
、
な
ん
ら
か
の
重
要
な
意
味
を
込
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

〈

8
)

が
、
「
自
祭
文
」
の
〈
委
分
〉
を
含
め
て
四
例
苓
在
し
て
い
る
。
「
，
自

祭
文
」
の
〈
委
分
〉
を
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
四
例
を

ま
と
め
て
考
察
し
、
淵
明
の
〈
分
〉
の
持
つ
意
味
を
以
下
に
探
っ
て

み
る
。

① 

或
糾
平
壌
以
自
歓
、
或
大
済
於
蒼
生
。
擁
潜
躍
之
非
分
、
常
倣

然
以
称
情
。

或
い
は
撃
嬢
し
て
以
っ
て
告
ら
歓
び
、
或
い
は
大
い
に
蒼
生

を
済
う
。
潜
躍
の
分
に
非
ざ
る
擁
く
、
常
に
倣
然
と
し
て
以
っ

て
矯
に
称
う
。

「
感
土
不
遇
賦
」

こ
こ
の
部
分
は
淵
明
白
身
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
古
代
の
聖
人
達
の

生
き
方
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
淵
問
問
は
彼
ら
に
間
以
り

ハ
9
〉

な
い
思
慕
を
容
せ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
]
記
述
は
彼
の
理
想
の
人
生
の

投
影
で
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
聖
人
達
は
自
分
一
人
の
喜
び
を

極
め
る
に
せ
よ
、
多
く
の
人
間
を
救
う
に
せ
よ
、
す
べ
て
そ
の
行
い

は
〈
分
〉
に
基
づ
き
、
常
に
己
の
意
の
ま
ま
の
生
活
を
堪
能
し
て
い

た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
〈
分
〉
が
淵
明
の
理
想
の
生
き
方
の
根
本
を

な
し
、
ま
た
、
〈
分
〉
に
よ
る
こ
と
が
〈
称
情
〉
!
己
が
真
情
に
称
う

!
の
境
地
の
獲
得
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

② 

時
昔
苦
長
凱

投
呆
去
学
仕

〈

中

略

)

是
時
向
立
年
是
の
時
立
年
に
向
い

志
意
多
所
恥
志
意
恥
ず
る
所
多
し

遂
尽
介
然
分
遂
に
介
然
た
る
分
を
尽
く
し

払
衣
帰
出
塁
衣
を
払
っ
て
田
毘
に
帰
る

「
飲
酒
」
其
十
九

今
度
は
淵
明
自
身
の
生
き
方
に
関
し
て
〈
分
〉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

官
界
と
の
決
別
を
断
行
さ
せ
た
の
は
、
淵
明
の
己
の
〈
分
〉
を
全
う

し
よ
う
と
す
る
決
意
で
あ
っ
た
。
帰
田
は
周
知
の
通
り
、
自
己
実
現

の
た
め
の
行
為
で
あ
っ
た
か
ら
、
〈
分
〉
を
尽
く
す
こ
と
は
、
積
極

的
に
己
の
真
情
に
称
う
人
生
を
獲
得
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

病
患
以
来
、
漸
就
衰
損
。
親
旧
不
透
、
毎
以
薬
石
見
救
、
自

恐
大
分
将
有
限
也
。

病
患
よ
り
以
来
、
瀬
く
袈
損
に
就
く
。
毅
旧
遣
れ
ず
、
毎
に

薬
石
以
っ
て
救
わ
る
る
も
、
自
ら
恐
る
大
分
将
に
限
り
有
ら
ん

と
す
る
を
。

鱒
昔
長
飢
に
苦
し
み

来
を
投
じ
て
去
き
て
学
仕
す
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③ 

「
与
子
機
等
疏
」

淵
明
は
病
を
得
て
身
体
の
表
え
を
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
先
、



彼
の
限
に
見
え
て
い
る
の
は
死
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
肉
親
や
親
友
が

彼
の
延
命
を
祈
っ
て
薬
を
お
く
つ
て
く
る
も
の
の
、
〈
自
恐
〉
、
淵
明

は
自
己
の
〈
大
分
〉
が
、
限
界
を
迎
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
肉

親
遠
の
対
処
に
対
し
て
〈
自
〉
と
い
う
一
言
葉
、
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、
〈
分
〉
が
、
借
入
よ
り
も
己
自
身
に
よ
っ
て
よ
り
は

っ
き
り
と
把
握
さ
れ
る
も
の
、
淵
朗
自
身
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
〈
恐
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は

彼
自
身
に
内
在
し
な
、
が
ら
も
決
し
て
か
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
な

ん
ら
か
の
外
的
な
力
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。

楽
天
委
分
天
を
楽
し
み
分
に
委
ね

以
歪
百
年
以
っ
て
百
年
に
至
る

③ 

「
自
祭
文
」

最
後
の
例
は
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
「
自
祭
文
」
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
〈
分
〉
は
『
易
』
の
一
一
一
一
同
葉
を
ベ
ー
ス
に
し
、
〈
命
〉
を
言

い
替
え
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
多
分
に
運
命
的
な
意
味
あ
い
を
含
ん

だ
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
①
か
ら
④
の
例
を
ま
と
め
る
と
、
淵
拐
の
〈
分
〉
は
、

1
、
淵
関
自
身
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
、
自
分
の
力
で
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
0

3
、
外
的
な
カ
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。

4
、
運
命
的
な
意
味
あ
い
を
持
つ
。

と
、
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
〈
分
〉
に
従
う
、
或
は
そ
れ
に
委
ね

る
こ
と
は
、

5
、
理
想
的
な
生
き
方
で
あ
る
。

6
、
己
の
真
暗
に
称
う
人
生
の
獲
得
l
自
己
実
現
を
達
成
で
き

V
Q
O
 

と
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
獄
坊
の
〈
分
〉
は
郭
象
『
荘
子
注
』

(
以
下
、
郭
象
詮
と
略
す
)
に
立
脚
し
て
い
る
。
郭
象
注
は
〈
分
〉

を
運
命
的
、
先
天
的
な
概
念
を
指
す
も
の
と
し
て
解
し
、
強
く
そ
れ

を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
晋
に
出
、
六
朝
人
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
郭
象
注
は
〈
分
〉
に
つ
い
て
、

受
生
各
有
分
也
。

生
を
受
く
る
に
各
お
の
分
有
り
。
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「
知
北
遊
」
注

天
性
所
受
、
各
有
本
分
、
不
可
逃
、
亦
不
可
加
。

天
性
の
受
く
る
所
、
各
お
の
本
分
有
り
、
逃
る
る
べ
か
ら
ず
、

亦
た
加
う
る
べ
か
ら
ず
。

「
養
生
主
」
注

性
各
有
分
、
故
知
者
守
知
以
待
終
、
市
愚
者
抱
愚
以
至
死
、
宣

有
能
中
易
其
性
者
也
。



性
各
お
の
分
有
り
、
故
に
知
者
は
知
を
守
り
て
以
っ
て
終
わ
り

を
待
ち
、
患
者
は
愚
を
抱
き
て
以
っ
て
死
に
至
る
、
山
笠
に
能
く
其

の
性
を
中
易
す
る
者
有
ら
ん
や
。

「
斉
物
論
」
注

一
段
英
之
分
、
各
有
扱
也
。

禦
く
る
所
の
分
、
各
お
の
漉
り
有
り
。

「
養
生
主
」
注

と
、
述
べ
て
い
る
。
〈
分
〉
は
生
誕
時
か
ら
万
物
そ
れ
ぞ
れ
に
内
在

し
て
い
る
、
先
天
的
、
運
命
的
な
も
の
〈
寿
命
、
性
質
、
本
分
、
才

能
、
分
限
等
に
解
す
こ
と
が
で
き
よ
う
)
を
指
す
。
〈
各
〉
の
文
字

よ
り
、
そ
の
〈
分
〉
が
万
物
に
個
別
性
を
与
え
て
い
る
と
わ
か
る
。

か
っ
、
〈
分
V

は
不
可
避
の
も
の
で
あ
り
、
後
天
的
に
変
化
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
万
物
は
持
っ
て
生
ま
れ
た
〈
分
〉
を
死
ぬ
ま
で

抱
き
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
〈
分
〉
は
、
万
物
に

内
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
向
時
に
、
外
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の

で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
郭
象
注
の
〈
分
〉
が
い
か
に
淵
明
の
〈
分
〉

と
合
致
し
て
い
る
か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
と
記
の

1
、
2
、
3
、

4
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
郭
象
注
が
〈
分
〉
に
従
い
、
そ
れ
に
委
ね
た
結
果
を
ど

の
様
に
述
べ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
も
ま
た
、
上
記
の

5
、
6

の
条
件
に
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
。

用
其
分
内
、
別
万
事
無
滞
也
。

其
の
分
の
内
を
用
う
れ
ば
、
別
ち
万
事
滞
り
無
き
な
り
。

「
徐
無
鬼
」
注

今
所
以
自
聡
適
志
、
出
其
分
定
、
非
由
無
分
也
。

今
自
ら
士
山
に
適
う
を
鳴
し
む
所
以
は
、
其
の
分
の
定
ま
れ
る
に

出
り
、
分
無
き
に
由
る
に
非
ざ
る
な
り
。

「
斉
物
論
」
注

万
物
は
〈
分
〉
の
内
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
に
充
足
し
、
何

の
矛
盾
も
な
い
全
て
が
調
和
し
た
理
想
的
世
界
を
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
〈
適
志
・
:
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
淵
興
が
常
に
追

い
求
め
た
己
の
真
情
に
称
う
境
地
も
、
八
分
〉
が
定
ま
っ
て
い
る
が

故
に
獲
得
で
、
ぎ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
〈
分
〉
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
境
地
は
、
そ
れ
ら
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
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夫
小
大
難
殊
、
国
放
於
自
得
之
場
、
別
物
任
其
性
、
事
称
其
能
、

各
当
其
分
、
遁
進
一
也
。

+
一
八
れ
小
大
殊
な
る
と
難
も
、
自
得
の
場
に
放
た
る
れ
ば
、
別
ち

物
其
の
性
に
を
じ
、
官
の
能
を
称
し
、
各
お
の
其
の
分
に
当
り

て
、
濯
、
遺
は
一
な
り
。

「
選
進
遊
」
注



夫
荘
子
之
大
意
、
在
乎
造
建
遊
放
、
無
為
市
自
得
、
故
極
小
大

之
致
以
明
性
分
之
適
。

夫
れ
荘
子
の
大
窓
は
、
遺
遁
遊
放
、
無
為
に
し
て
自
得
す
る
に

在
り
、
放
に
小
大
の
致
を
極
め
て
以
っ
て
性
分
の
適
を
明
ら
か
に

す。

沼
山
遺
遊
」
注

天
地
万
物
各
当
其
分
、
同
於
自
得
。
南
無
走
無
非
也
。

天
地
万
物
各
お
の
其
の
分
に
当
り
、
自
得
に
於
い
て
向
じ
。
而

し
て
是
無
く
非
無
き
な
り
。

「
斉
物
論
」
注

〈
分
〉
に
よ
っ
て
万
物
は
侶
別
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ

れ
が
個
々
に
兵
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
自
己
の
〈
分
〉
に
安
ん
じ
、

そ
こ
に
浸
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
境
地
は
、
自
得
と
い
う

点
で
皆
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
自
得
の
境
地
の
中
に
見
え
て

く
る
も
の
は
、
『
荘
子
』
遁
蓬
遊
篇
に
展
開
す
る
透
慈
の
世
界
、
是

も
な
く
非
も
な
い
、
す
べ
て
を
超
越
し
た
至
人
の
世
界
な
の
で
あ

可。。
こ
こ
で
、
「
自
祭
文
」
の
〈
楽
天
委
分
以
歪
百
年
〉
と
い
う
表

現
を
見
据
え
よ
う
。
「
自
祭
文
」
の
〈
委
分
〉
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
郭

象
注
の
い
う
〈
分
〉
に
浸
り
込
む
状
態
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
溺

明
は
楽
天
知
命
し
、
〈
委
分
〉
の
境
地
に
浸
る
こ
と
で
、
絶
対
的
な

自
得
の
状
態
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
か
っ
、
〈
分
〉
に
安
ん
ず
る

も
の
は
、
郭
象
注
に
よ
れ
ば
、
同
荘
子
』
選
議
遊
に
展
開
す
る
超
越

者
の
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
。
淵
明
は
絶
筆
で
あ
る
「
自
祭

文
」
の
な
か
で
、
〈
楽
天
〉
に
加
え
て
〈
委
分
〉
を
強
調
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
主
人
と
し
て
死
生
を
超
越
す
る
自
己
の
姿
を
拙
き
出
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
〈
分
〉
に
よ
る
こ
と
の
持
つ
も
う
一
つ
の
意
味
と
し

て
、
(
一
ニ
〉
で
取
り
上
げ
た
「
釈
疑
論
」
論
争
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
。
上
述
の
通
り
、
「
釈
疑
論
」
論
争
は
〈
定
分
〉
〈
分
命
〉
〈
分
〉

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
行
わ
れ
た
。
〈
分
命
〉
に
基
づ
く
宿
命
論
が

戴
濯
に
よ
っ
て
仏
教
側
、
へ
訴
え
ら
れ
た
が
、
慧
遠
ら
は
こ
と
ご
と
く

そ
の
思
想
を
退
け
た
。
戴
遠
の
い
う
〈
分
〉
も
、
そ
の
先
天
的
、
運

命
的
意
味
あ
い
と
後
天
的
不
変
性
を
も
っ
点
か
ら
見
れ
ば
、
郭
象
注

に
よ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
淵
明
の
と
っ
た
立
場
が
「
三
報

論
」
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
、
さ
き
に
あ
げ
た
疑
問
の
答
え

は
、
潟
明
の
〈
分
〉
に
立
脚
す
る
姿
勢
に
自
ず
か
ら
見
え
て
こ
よ

。

〉
門
/
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淵
拐
は
郭
象
注
を
継
承
し
、
〈
委
分
〉
の
強
調
に
つ
と
め
た
。
そ

れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
八
分
〉
を
踏
み
越
え
て
冥
理
の
世
界
に

足
を
延
ば
す
仏
教
徒
と
は
、
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
。
〈
楽
天
委



分
以
一
怠
百
年
〉
、
淵
明
は
与
え
ら
れ
た
溜
命
を
知
り
、
己
に
内
在

す
る
〈
分
〉
に
よ
っ
て
、
自
得
の
ま
ま
人
生
を
務
え
よ
う
と
い
う
。

す
べ
て
を
超
越
す
れ
ば
、
自
己
の
行
い
に
対
す
る
報
い
あ
、
来
世
に

お
け
る
救
い
も
必
要
な
か
っ
た
。
仏
教
集
団
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た

「
釈
疑
論
」

i

分
命
の
鍾
ま
る
所
を
審
ら
か
に
す
る
!
と
い
う
思
想

を
淵
明
は
支
持
し
つ
つ
、
現
世
に
の
み
立
つ
自
己
の
姿
を
明
示
し
た

の
で
あ
る
。
〈
楽
天
委
分
〉
の
言
葉
は
、
仏
教
徒
の
よ
う
に
死
後
へ

期
待
を
持
た
な
く
と
も
、
運
命
を
楽
し
み
自
己
の
八
分
〉
に
添
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
死
生
を
超
越
で
き
る
と
い
う
淵
拐
の
高
ら
か
な
宣
言

で
あ
っ
た
。

吏
に
、
は
「
一
一
一
報
諭
」
に
て
、
中
間
期
間
有
の
思
想
が
人
民
の

〈
分
〉
に
通
じ
、
現
世
の
み
を
問
題
に
し
て
い
た
た
め
、
起
こ
り
来

る
禍
福
応
報
の
矛
盾
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
た
。

こ
の
主
張
は
正
論
で
あ
り
、
中
国
間
有
の
思
想
の
欠
点
を
暴
き
出
し

た
発
言
で
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
淵
拐
の
〈
分
〉
を
支
え
た
郭
象
注
は
、

次
の
よ
う
に
い
う
。

所
不
知
者
、
皆
性
分
之
外
也
。
故
止
於
所
知
之
内
。
而
歪
也
。

知
ら
ざ
る
所
は
、
皆
性
分
の
外
な
り
。
故
に
知
る
一
前
の
内
に
止

ま
る
。
一
印
し
て
歪
れ
る
な
り
。

「
斉
物
論
」

〈
分
〉
の
外
の
も
の
は
分
か
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
〈
分
〉

の
中
に
止
ま
る
べ
き
で
あ
る
。
八
分
〉
に
安
ん
ず
る
も
の
は
、
〈
分
〉

の
外
を
不
可
知
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
〈
分
〉
の
内
に
居
り
て
〈
至
〉

の
境
地
を
得
る
。
〈
分
〉
に
よ
っ
て
自
得
し
て
い
れ
ば
、
仏
教
の
よ

う
に
〈
分
〉
の
外
へ
踏
み
出
す
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

仏
教
に
依
る
も
の
と
依
ら
な
い
も
の
j
謝
霊
運
「
臨
終
詩
」
と
陶

淵
明
「
自
祭
文
ヘ
ど
ち
ら
も
死
を
自
前
に
し
た
作
品
で
あ
る
だ
け

に
、
両
者
の
違
い
は
鮮
明
に
現
れ
る
。
自
己
の
運
命
は
何
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
己
に
ふ
り
か
か
る
運
命
を
い
か
に
受
け
止

め
る
の
か
。
消
明
が
生
き
た
時
代
は
、
ま
さ
に
運
命
の
在
処
と
そ
の

受
容
と
が
関
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
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注〈1
〉
本
田
済
司
阿
部
均
四
八
八
一
良
(
中
国
古
典
、
選
・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
六

六
)

(
2
〉
特
に
、
「
与
子
機
等
疏
」
「
帰
去
来
今
辞
」
「
形
影
神
」
「
五
月
旦
田
和

戴
主
簿
」
な
ど
の
作
品
に
、
自
己
の
運
命
を
自
覚
し
、
そ
れ
に
安
ん
じ
よ

う
と
い
う
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

ハ
3
)

「
陶
淵
関
と
史
記
」
(
吋
鎌
田
正
博
士
八
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
』
大

紘
伊
鯨
護
活
'
一
九
九
一
所
校
〉
、
及
び
「
陶
淵
明
に
お
け
る
天
・
人
の
関

探
」
(
判
中
国
文
化
い
漢
文
学
会
会
報
四
十
九
・
一
九
九
一
)
参
熱
。

(
4
〉
こ
の
「
釈
猿
論
」
論
争
と
以
下
の
「
一
一
一
報
論
」
の
成
立
年
代
つ
い
て

は

、

木

村

英

一

(

創

文

社

・

一

九

六

O
〉
に

よ
っ
た
。



(
5
〉
こ
の
誤
解
や
飛
躍
を
指
摘
し
た
も
の
に
、
梶
山
雄
一
「
懇
速
の
報
応

説
と
神
不
滅
論
」
〈
木
村
英
一
筋
忍
松
山
地
研
究
l
研
究
議
』
創
文
社
・
一

九
六
二
所
収
〉
、
蜂
屋
邦
夫
「
戴
迭
に
つ
い
て
」

Q
東
洋
文
化
研
究
所
紀

要
b

七
十
七
・
一
九
七
九
)
が
あ
る
。

(

6

)

注
4
参
照
。
ニ
九
四
頁

ハ
7
〉
「
抑
制
毅
避
の
思
想
」

Q
東
方
宗
教
』
一
一
一
了
一
四
・
一
九
五
人
〉

(
8
〉
〈
分
〉
の
用
例
は
全
部
で
十
八
例
。
(
掘
江
忠
道
『
陶
淵
明
詩
文
総
合

索
引
』
撰
文
常
一
番
一
広
・
一
九
七
六
に
よ
る
。
〉
こ
の
四
例
以
外
は
、
分
け

る
、
分
か
れ
る
と
い
う
意
味
、
も
し
く
は
分
か
る
、
理
解
す
る
と
い
う
恕

味
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

(
9
〉
淵
閉
山
は
し
ば
し
ば
そ
の
詩
文
に
お
い
て
、
合
代
の
聖
人
た
ち
へ
の
檀

僚
を
口
に
し
て
い
る
。
「
勧
決
」
「
時
速
」
「
戊
申
歳
六
月
中
遇
火
」
等
。

(
沼
津
城
北
高
校
)
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